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憲
法
第
九
十
九
条
及
び
第
五
十
九
条
に
係
る
内
閣
と
し
て
の
見
解
に
関
す
る
質
問
主
意
書

次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

憲
法
第
九
十
九
条
は
、
国
務
大
臣
の
憲
法
尊
重
及
び
擁
護
義
務
を
規
定
し
て
お
り
、
尊
重
及
び
擁
護
す
る
前
提
と
し
て
、

内
閣
は
、
憲
法
の
各
規
定
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
の
か
と
い
う
認
識
を
明
確
に
す
る
責
任
が
あ
り
、
憲
法
規
定
の
理

解
に
つ
い
て
問
わ
れ
た
場
合
、
こ
れ
を
拒
む
こ
と
は
で
き
な
い
と
解
さ
れ
る
が
、
間
違
い
な
い
か
。

二

憲
法
第
五
十
九
条
第
二
項
に
は
、
「
衆
議
院
で
可
決
し
、
参
議
院
で
こ
れ
と
異
な
っ
た
議
決
を
し
た
法
律
案
は
、
衆
議
院

で
出
席
議
員
の
三
分
の
二
以
上
の
多
数
で
再
び
可
決
し
た
と
き
は
、
法
律
と
な
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
、

「
こ
れ
と
異
な
っ
た
議
決
」
と
は
、
衆
議
院
で
可
決
さ
れ
た
法
律
案
を
、
参
議
院
で
「
否
決
」
ま
た
は
「
修
正
」
し
た
と
き

と
解
さ
れ
る
が
、
そ
れ
で
間
違
い
な
い
か
。
こ
れ
以
外
に
、
「
こ
れ
と
異
な
っ
た
議
決
」
に
あ
た
る
場
合
は
な
い
と
考
え
る

が
、
間
違
い
な
い
か
。

三

本
項
に
よ
れ
ば
、
「
衆
議
院
で
可
決
し
た
」
法
律
案
に
対
し
て
異
な
っ
た
議
決
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
再
議
決
手
続
を
と
る

た
め
の
前
提
条
件
で
あ
り
、
「
衆
議
院
で
可
決
し
た
」
法
律
案
と
別
の
法
律
案
に
つ
い
て
、
参
議
院
で
何
ら
か
の
議
決
が
な

さ
れ
て
も
、
本
項
と
は
何
ら
関
係
せ
ず
、
「
衆
議
院
で
可
決
し
た
」
法
律
案
を
再
議
決
手
続
に
付
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
解

一



さ
れ
る
が
、
間
違
い
な
い
か
。

四

例
え
ば
、
衆
議
院
で
可
決
さ
れ
た
政
府
提
出
法
律
案
が
参
議
院
で
は
未
だ
議
決
さ
れ
て
い
な
い
状
態
に
あ
り
、
当
該
政
府

提
出
法
律
案
の
う
ち
、
一
部
を
取
り
出
し
た
内
容
の
別
の
法
律
案
が
参
議
院
に
議
員
提
案
さ
れ
、
参
議
院
で
可
決
さ
れ
た
場

合
は
ど
う
か
。
当
該
別
の
法
律
案
の
参
議
院
で
の
議
決
を
も
っ
て
、
衆
議
院
で
可
決
さ
れ
た
政
府
提
出
法
律
案
を
「
修
正
」

ま
た
は
「
否
決
」
し
た
と
み
な
し
て
、
憲
法
第
五
十
九
条
の
「
異
な
っ
た
議
決
」
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る

が
、
そ
れ
で
間
違
い
な
い
か
。

右
質
問
す
る
。

二


